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市

は

、

今
年
二
月
に
出
た
「
姫
路
市
交
通

川

川

事
業
再
建
対
策
審
議
会
」
の
答
申
に
基
づ
き
、

川

川
モ
ノ
レ
ー
ル
を
休
止
す
る
方
針
を
決
め
、
所

川

川

要

の

予

算
を
市
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
市

川

州

議
会
で
は
、

こ
れ
を
「
交
通
事
業
再
建
対
策

川

川

特
別
委
員
会
」
に
固
さ
れ
、
現
在
、
継
続
審

川

川

議
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
が
モ
ノ
レ
ー
ル
を
休

・
川

川
止
し
よ
う
と
す
る
主
な
理
由
は
、
毎
年
度
の

川

川
経
常
費
で
出
る
千
五
百
万
円
以
上
の
赤
字
は
川

川

市

民

に

大
き
な
損
失
を
与
、
え
て
い
る
、
と
考

川

川

え

る

か

ら
で
す
。

川

州

市

議
会
特
別
委
員
会
で
は
、
①
モ
ノ
レ

1

川

川

ル
は
有
用
で
は
な
い
か
②
運
営
次
第
で
赤
字

川

川
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
の
異
論
が

川

川

あ

っ
て
継
続
審
議
中
で
す
が
、
次
の
十
二
月

川

川

定
例
会
で
結
論
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

川

川

い

ま

す

。
そ
こ
で
、
わ
か
り
や
す
い
対
話
形

川

川
式
で
モ
ノ
レ
ー
ル
の
実
情
を
市
民
の
皆
さ
ん

川

川

に
訴
え
、
市
の
休
止
の
方
針
と
意
図
を
説
明
川

川

し
て
、
皆
さ
ん
の
正
し
い
ご
理
解
を
得
た
い
川

川

と
思
い
ま
す
。
(
広
報
課
)

川

と
じ
こ
ん
で
保
存
し
て
く
だ
さ
い

O 

、

-ー

て、

一
般
会
計
で
負
担
子
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
運
行
上
の
収
支
だ

け
は
、
せ
め
て
ト
ン
ト
ン
に
持

っ
て
行
く
よ
う
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
数
年
来
の
実
情
は
経
常

費
す
ら
大
き
な
赤
字
に
な
っ
て

い
ま
す
。
人
件
費
、
物
価
は
毎

年
上
が
り
ま
す
の
で
、

こ
の
経

常
費
の
赤
字
は
毎
年
増
、
え
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
で
は
市
民
に
煩

失
だ
け
を
与
、
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
際
、
モ
ノ
レ

ー
ル
は
休
止
す
べ
き
だ
と
思
う

の
で
す
。

-・・・・・圃圃

回
運
転
で
八
千
円
の
赤
字

A

市
は
モ
ノ
レ
ー
ル
を
休
止

(
休
業
)
す
る
こ
と
に
し
て
、

整
理
人
件
費
の
予
算
を
市
議

会
に
提
案
し
て
い
ま
す
が
、

な
ぜ
休
止
す
る
の
で
す
か
。

市
モ
レ
レ

l
ル
事
業
は
、
経

常
費
だ
け
で
四
十
五
年
度
は
約

千
六
百
万
円
、
四
十
六
年
度
は

約
千
五
百
万
円
の
欠
損
に
な
っ

て
い
ま
す
。
モ
ノ
レ
ー
ル
は
現

在
、
姫
路
駅
|
手
柄
山
聞
を
二

両
連
結
で

一
日
二
十
四
回
(
往

復
十
二
回
)
運
行
し
て
い
ま
す

が、

一
回
の
運
行
は
定
員
二
百

経
常
欠
損
、
年
千
五
百
万
円
こ
す

が
出
て
も
、
や
む
を
得
な
い
で
一
で
す
か
。
一
な
ど
の
資
本
支
出
は
、
当
然
ま

し
ょ
う
。
し
か
し
、
い
ま
の
モ
一
市
そ
う
で
す
。
四
十
六
年
度
一
か
な
え
な
い
わ
け
で
す
。
こ
れ

ノ
レ

l
ル
の
利
用
状
況
は
観
光
一
で
い
い
ま
す
と
、
運
賃
収
入
な
一
は
や
む
を
得
ま
せ
ん
の
で
、
市

の
た
め
で
、
し
か
も
利
用
者
の
一
ど
が
二
千
二
百
五
十
万
円
、
運
一
議
会
の
承
認
を
得
て
、
昭
和
四

四
十
人
に
対
し
て
、
乗
客
の
平
一
七
割
ま
で
が
市
外
か
ら
の
観
光
一
転
手
、
車
掌
な
ど
の
人
件
費
、

一十
二
年
十
二
月
に
立
て
た
「
姫

均
は
わ
ず
か
十

一
人
に
過
ぎ
ま
一
答
で
す
。
現
在
、
乗
客
一
人
に
一
電
力
代
な
ど
が
三
千
七
百
七
十

一路
市
財
政
再
建
計
画
」
に
従
っ

せ
ん
。

一
回
の
運
行
に
要
す
る
一
っ
き
、
八
百
十
三
円
の
費
用
を
一
万
円
で
す
か
ら
、
経
常
費
だ
け
一

「
」
パ
↓
リ
円
↓
什
↓
引
l

汁

経
費
は
九
千
六
十
三
円
手
か
、
一
か
け
て
百
円
の
運
賃
を
い
た
だ
一
で
差
し
引
き
千
五
百
二
十
万
円
一

一
%
一
川
市
一

川
市
一
川
一
一

収
入
は
千
百
九
円
で
す
か
ら
、
一
い
て
い
る
の
で
す
が
、
現
状
で
一
の
欠
損
で
す
。

一

一一
l

一一
2

一2
一間一

一
回
孝
φ
ご
と
に
七
千
九
百
五
一
は
市
民
の
大
き
な
負
担
で
、
外
一

B

一
般
に
企
業
は
、
設
備
資

一

寸
l
汁

↓
乱
立
汀
可
汁

十
四
円
の
赤
字
を
出
し
て
い
る
一
来
の
方
に
正
血
サ
ー
ビ
ス
。
一
本
を
投
下
し
て
、
こ
れ
を
償
一

一
L

2
日
間
一
同
一利一山

の

で

す

。

一

し

て

い

る

わ

け

で

す

。

一

却

す

る

だ

け

で

な

く

、

利

潤

一
zt
一

一l
一一
1

一
2
5
一

A

赤
字
が
出
て
も
、
市
民
の
一

A

観
光
客
を
手
柄
山
に
誘
致
一
を
生
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

一
端

寸
斗
斗
汀
汁

汁

オ

汁

足
を
確
保
す
る
た
め
で
す
か

一
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

一
ん
。

モ
ノ
レ
ー
ル
は
公
営
で
一

実

一
L
E
m
一川
一刻
一
叫
一郎

ら
、
営
業
を
続
け
る
べ
き
で
一

で

す

か

。

一

す

か

ら

、

利

潤

を

生

ま

な

く

一

業

一
」

n
一お
す

す
一
川
一円

は
な
い
で
す
か
。
一
市
、
え
え
そ
れ
は
必
要
で
し
一
て
も
よ
い
で
し

4
7が
、
ぃ

一
堂

寸

寸

互

斗

斗

斗

川

市
市
民
の
通
勤
通
学
な
ど
の
一
て
、
市
も
誘
致
に
努
め
て
い
ま
一
ま
の
モ
ノ
レ
ー
ル
は
元
本
丘
町
一
日
一
川
一同
一川
市
一

刷
一山

た
め
で
し
た
ら
、
多
少
の
赤
字
一
す
。
そ
し
て
、
大
勢
の
観
光
客
が
一
返
っ
て
こ
な
い
だ
け
で
な
く
、
一
口

一4

一2
-

一2
一2
一回
一

一
観
光
パ
ス
で
来
て
く
れ
て
い
ま
一
運
行
す
る
こ
と
で
毎
日
、
損

一
羽
寸
寸
ヰ
イ
オ
斗
1
1
什
汁

-

-

i
 

一す
。し
か
し
、
市
内
の
お
答
で
も
一
失
を
生
じ
て
い
る
の
で
す
ね
。
一
有

一
L
2
2
5
五
五
一
明

一

一

一

‘

‘

J

一
正
一1
-
l
-
3

一3
一
信
一d

-手
柄
山
へ
は
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
一
市
そ
う
で
す
。
設
備
は
古
く

一
刷

一
一

4

一

一2
一2
一川一

一
り
合
っ
て
行
け
ば
モ
ノ
レ
ー
ル
一
な
る
と
使
、
え
な
く
な
り
ま
す
の
一

~
寸
斗
斗
斗
川
寸
斗
叶
汀

一
よ
り
割
安
で
す
か
ら
、
モ
ノ
レ

一て
、
毎
年
度
、
償
却
費
を
積
み

一
川

一I
一刈
一
刈
一旬
一回
一則

一叩

一

-

一

an可
-

4

一つ也
-
つ』-
R
d

一つ-
一J
-

っ

一1
1
ル
が
な
く
て
も
、
観
光
客
の
一
立
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

a

一
一
3

一一
3

一2
一陥一

一
誘
致
に
は
差
し
支
え
な
い
と
思
一
ま
た
、
借
金
で
建
設
し
て
い
ま
一
訂
斗
↓
」
吐

4
寸

ル
一

い

ま

す

。

一

す

か

ら

、

そ

の

金

利

も

払

わ

な

一

一よ
一
入

一
入
一)
一費
一え
一曲

一
一

一

一

一
一

l
i-
-
-f
一

一r
止
弓

い
一B

年
間
千
五
、

六
百
万
円
の

一
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一

三
一

辺
削
一M
一件
一山
川町

ノ
一
赤
字
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
一
経
常
費
戸
げ
で
赤
字
で
す
か
ら
、
一

ご
H

一f
一
の
一収

一

一尚
一百

一

一

一

=
2

E
-
c
-
(

一九
一μ
l
-
E

モ
一
こ
れ
は
経
常
費
だ
け
の
欠
損
一
資
本
再
生
産
の
た
め
の
償
却
費
一

F
じ
い
↑い
「
L
い
↑
い
に

る
一

-

走

一

〆

園

、

ー

圃

-

P

一

例
え
ば
、
小
学
校
の
校
舎
建

利一

モ
ノ
レ
ー
ル
休
止
て
一
日
間
昨
日
成
百

戸ム

一

b

l

・-
t

，

、

，

.

l

v

l

一

j
一

、

，

E

』、r
、d
、
.
、
J

島園田園、
J

一
O
分
の
七
五
が
起
債
、

一
0
0

2

4
‘

弓

お

カ

一

て

週

て

一分
の
二
五
が
市
一
般
財
源
負
担

お
一

E

4

一で
す
か
ら
、
純
財
源
の
千
五
、

児
一A

年
間
千
五
、
六
百
万
円
の
一
を
続
け
て
赤
字
を
増
や
し
て
い
一
費
を
差
し
引
く
と
、
市
故
事
業
一
六
百
万
円
で
、
そ
の
八
倍
の
一

地
一
赤
字
だ
と
い
っ
て
も
、
市
の

一く
こ
と
は
、
市
民
に
損
失
を
与

一に
当
て
得
る

一
般
財
源
は
二
十
一
億
二
千
八
百
万
円
の
事
業
が
で

街
一

大
き
な
財
政
か
ら
い
、
え
ば
、
一
え
る
だ
け
で
す
。

一五
億
円
に
な
り
ま
す
。
こ
の
純

一き
る
わ
け
で
す
。
文
部
省
十
八

市

一
わ
ず
か
の
負
担
で
あ
る
と
思
一
大
き
な
市
財
政
か
ら
い
、
え
は
、
一
財
源
を
元
手
に
補
助
や
起
債
を
一
標
準
学
級
(
学
級
数
十
八
、
児
童

い
ま
す
。
せ
っ
か
く
で
き
た
一
千
五
、
六
百
万
円
は
わ
ず
か
だ
一
受
け
、

学
校
の
建
築
一
道
路
の
一
数
八
百
十
人
)
の
小
学
校
建
設

モ
ノ
レ
ー
ル
で
す
か
ら
、

動
一
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
一
築
造
舗
装
、
ご
み
処
理
、
下
水
一
費
は
一
億
一
千
万
円
で
す
か
ら
、

か
し
続
け
た
ら
ど
つ
で
す
か
。

一が
、
実
は
こ
れ
は
大
き
な
金
額

一道
な
ど
生
活
関
連
施
設
の
建
設
一
モ
ノ
レ
ー
ル
の
休
止
に
よ
っ
て
、

市
さ
き
に
も
い
い
ま
し
た
よ

一
な
の
で
す
。
市
の
一
般
会
計
は
、
一
を
進
め
て
い
ま
す
か
ら
、
純
財
一
一
年
で
こ
の
小
学
校
が
一
つ
建

う
に
、
モ
ノ
レ
ー
ル
は
市
民
の
一
四
十
六
年
度
決
算
で
は
百
九
十
一
源
で
あ
る
千
五
六
百
万
円
は

一つ
こ
と
に
な
門
去
す
。

た
め
に
役
立
っ
て
い
な
い
と
思

一六
億
円
で
す
が
、
人
件
費
、
物
件
一
大
き
な
比
重
を
持
っ
て
い
る
の

い
ま
す
。
そ
れ
だ
の
に
、
運
行

一費
、
義
務
費
な
ど
の
経
常
的
経

一で
す
。
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A

第
四
案
で
す
が
、
手
柄
山
一
ょ
い
と
思
い
ま
す
。
一
転
を
し
た
の
は
六
日
で
し
た
が
、

公
園
に
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
の
一
コ
|
カ
l
ト
の
場
所
は
、
か
一
利
用
者
は
延
べ
百
四
十
人
そ
こ

施
設
を
つ
く
っ
て
、
乗
客
を
一
り
に
市
民
の
た
め
の
余
暇
施
設
一
そ
こ
で
、
時
間
外
運
転
の
た
め

増
や
し
て
は
ど
う
で
す
か
。
一
に
転
用
す
る
と
し
て
も
、
果
た
一
の
経
費
増
約
九
万
円
に
対
し
、

市

手
柄
山
公
園
は
、
も
っ
と
一
し
て
要
企
が
増
、
え
る
か
ど
っ
か
一
運
賃
収
入
増

一
万
二
千
同
と
い

緑
と
花
を
ふ
や
し
て
立
派
な
公
一
疑
問
で
す
。
ま
た
、
動
物
園
を

一う
結
果
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

園
に
し
た
い
、
と
考
、
え
て
い
ま
一
手
柄
山
に
移
し
て
は
ど
う
か
と

一A

文
化
セ
ン
タ
ー
の
真
近
に

遠
方
か
ら
曲
げ
て
く
る
と
な
る
一
こ
と
に
厚
生
会
館
で
は
、
催
一
す
。
し
か
し
、
都
市
公
園
法
の
一
の
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ま

一
駅
を
つ
く
る
案
は
と
っ
て
す
た

と
、
高
尾
線
(
姫
路
釈
か
ら
大
一
し
の
ハ
ネ
時
に
一
時
に
お
客
が
一
制
限
が
あ
っ
て
、
建
物
施
設
は
一
の
手
柄
山
に
移
設
に
必
要
な
約
一
市
文
化
セ
ン
タ
ー
の
近
く
は

将
軍
橋
ま
で
の
東
西
道
路
)
の
一
集
中
す
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
単
一
む
や
み
に
つ
く
れ
ま
せ
ん
し
、
一
三
万
坪
の
土
地
を
確
保
す
る
こ
一
線
路
が
曲
が
っ
て
い
る
上
、
勾

上
に
橋
脚
を
立
て
な
け
れ
ば
な
一
線
モ
ノ
・
レ
|
ル
の
折
返
し
運
転
一
ゴ

l
カ
l
ト
の
あ
る
所
や
婦
人
一
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
一
配
が
き
つ
い
た
め
、
技
術
的
に

り
ま
せ
ん
か
ら
、
大
工
事
と
な
一
で
は
、
乗
客
数
の
著
増
は
期
待
一
会
館
の
北
の
山
の
他
は
、
こ
れ
一
議
論
も
あ
ま
り
意
味
が
あ
り
ま
一
も
経
済
的
に
も
、
駅
を
つ
く
る

り
ま
す
。
ま
た
、
噴
水
の
下
は
一
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
以
上
施
設
は
つ
く
ら
な
い
方
が
一
せ
ん
。

一

こ
と
は
至
難
で
す
。
駅
の
位
置

駅
地
下
街
に
な
っ
て
い
ま
す
か
一

一は
文
化
セ
ン
タ
ー
正
面
の
東
側

ら

、

こ

こ

に

橋

脚

を

立

て

、

モ

一

文

化

セ

ン

タ

ー

の

開

館

後

一が
適
当
で
す
が
、
こ
こ
は
線
路

ノ
レ
|
ル
駅
を
つ
く
る
こ
と
も
一

:

'

一
の
勾
配
が
千
分
の
六
十
も
あ
る

不

可

能

で

す

。

一

時

間

外

運

転

し

て

一

の

で

車
両
が
大
き
く
傾
き
す

そ
れ
で
は
第
三
案

と

し

て

、

一

『

1

』

う

〕

一

べ

り

や

す

く

、

ま

た

線

路

ず

出

立

碍

延

ば

し

た

よ

も

収

支

好

転

せ

ず

一

日

民

主

江

市

厚

生

会

館

の

近

く

ま

で

延

一

一

ン

チ

も

の

ス

キ

聞

が

で

き

ま

す

。

長
す
る
に
は
、
約
二
億
五
千
万
一

A

手
柄
山
に
施
設
は
増
や
せ
一
ら
ず
、
乗
客
は
一
向
に
増
え
ま

一市

文
化
セ
ン
タ
ー
へ
来
る
人
一
加
え
て
、
文
化
セ
ン
タ
ー
近
く

円
の
建
設
費
が
か
か
り
ま
す
。
一

な

い

と

し

て

も

、

も

っ

と

催

一

せ

ん

。

一

に

看

板

、
ポ
ス
タ
ー
、
案
内
標
一
の
軌
道
の
高
さ
は
十
三
メ
l
ト

投
下
資
本
の
年
度
回
収
玄
白
め
、
一
し
物
を
や
れ
ば
乗
客
は
増
え
一
こ
れ
は
手
柄
山
の
近
く
に
山
一
識
の
掲
示
、
来
場
者
へ
の
場
内
一
ル
も
あ
っ
て
、
乗
り
降
り
に
大

こ
の
延
長
分
を
運
営
す
る
の
に
一
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
一
電
が
走
り
、
パ
ス
の
便
も
あ
り
一
放
送
な
ど
モ
ノ
レ
ー
ル
利
用
を
一
変
危
険
で
す
。
線
路
を
水
平
に

年
間
約
三
千
万
円
の
費
用
が
必
一

市

営
業
を
始
め
て
か
ら
、
手
一
ま
す
の
で
、
採
算
ベ
ー
ス
に
乗
一
呼
び
か
け
、
手
柄
山
駅
か
ら
文
一
し
、

直
線
に
す
れ
ば
駅
は
で
き

要
で
す
。
現
行
の
姫
路
駅
手
一
柄
山
で
は
毎
年
、
盆
栽
展
、
名
一
る
ほ
ど
利
用
者
が
増
、
え
な
い
の
一
化
セ
ン
タ
ー
に
至
る
道
に
夜
間
一
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
多
額
の
費

柄
山
間
で
年
間
千
九
百
万
円
の
一
石
展
、
古
木
展
、
植
木
市
、
あ
一
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
手
柄

一照
明
灯
を
設
け
、
運
転
時
間
も
一
用
を
要
し
ま
す
の
で
、
採
算
的

収
入
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
一
る
い
は
花
火
大
会
、

写
生
大
会
一
山
で
大
が
か
り
の
催
し
物
を
た
一
催
し
終
了
後
、

三
十
分
間
延
ば
一
に
不
可
能
で
す
。

厚
生
会
館
ま
で
延
ば
し
た
と
し
一
な
ど
を
開
催
し
、
ポ
ス
タ
ー、

一
び
た
び
行
な
う
に
は
多
額
の
経
一
し
ま
し
た
。

一
A
経
常
経
費
の
節
減
は
ど
う

て
も
、

三
千
万
円
の
増
加
経
費
一
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
新
聞
広
告
、
一
費
を
要
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
一
し
か
し
、
文
化
セ
ン
タ
ー
が
一
な
っ
て
い
ま
す
か
。

を
ま
か
な
、
え
る
と
は
思
わ
れ
ま
一
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト
な
一
た
欠
損
増
に
つ
な
が
る
こ
と
に
一
オ
ー
プ
ン
し
た
十
月
中
の
乗
客

一市

当
初
三
十
九
人
い
た
職
員

せ
ん
。
か
、
え
っ
て
、
赤
字
を
大
一
ど
で
活
発
に
P
R
し
て
、
乗
客
一
な
り
ま
す
ね
。

一

は
延
べ
四
百
四
十
人
、
催
し
こ
を
現
在
十
八
人
に
減
ら
し
、
経

幅
に
増
や
す
結
果
に
な
る
で
し
一
誘
致
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
一
A
文
化
セ
ン
タ
ー
の
開
催
で
一
回
当
り
で
は
わ
ず
か
二
十
五
人
一
常
経
費
の
六
五
%
を
占
め
る
人

ょ
う
。

う
し
た
懸
命
の
努
力
に
も
拘
わ
一
乗
客
は
増
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
一
で
し
た
。
こ
の
う
ち
時
間
外
運
一
件
費
を
ギ
リ
ギ
リ
の
線
ま
で
節

( 2 ) 

路
線
延
長
は
大
工
事
で
ム
リ

運
賃
値
下
げ
は
赤
字
ふ
や
す

じ
A
運
行
収
支
で
欠
損
が
出
る

そ
う
で
す
が
、
工
夫
、
努
力

次
第
で
解
消
で
き
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

一
つ
は
、

運
賃
の
百
円
は
高
い
と
思
い

ま
す
。
値
下
げ
す
れ
ば
利
用

者
も
増
え
、
収
支
が
償
う
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市

こ

れ
ま
で
に
収
入
増
を
は

か
る
た
め
、
半
額
割
引
を
二
回

や
り
ま
し
た
。

一
回
目
は
、
開

通

一
周
年
を
記
念
し
て
、
四
十

二
年
三
月
か
ら
同
年
六
月
ま
で

の
四
ヵ
月
間
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
は
乗
客
数
こ
そ

一
-

九
倍
に
な
り
ま
し
た
が
、
運
賃

が
半
額
の
た
め
、
収
入
は
逆
に

tIh u 61l 
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10 " 

9 " 
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7 /1 

減
っ
て
い
ま
す
。
二
回
目
は
四

十
五
年
八
月
一
日
か
ら
二
十
五

日
間
実
施
し
ま
し
た
が
、
乗
客

数
は

一
・
三
倍
で
、
収
入
は
大

き
く
減
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

運
賃
を
下
げ
て
も
経
常
費
の
赤

字
は
消
、
え
ず
、
か
え
っ
て
欠
損

を
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

A
工
夫
の
二
つ
目
は
、
乗
り

や
す
い
よ
う
に
国
鉄
姫
路
駅

に
接
続
し
て
は
ど
っ
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
は
、
駅
前
の
噴

水
を
取
り
払
っ
て
、
こ
こ
に

乗
降
口
を
設
け
て
は
ど
つ
で

す
か
。

市

モ

ノ
レ
ー
ル
の
軌
条
は
急

カ
l
ブ
で
は
曲
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

30 

20 

M
M

年

10 

人
付
度

M

同
年

灯
年

日明年
何
年

H
H

年
ね
年

6 " 

5 /1 

4 /1 

3 /1 

2 " 

一
ま
で
延
ば
し
、
国
鉄
は
播
但
線
、

廃
止
で
は
な
く
「
休
止
」
一
日
間
住
訪
日

一
私
鉄
の
活
用
に
よ
る
都
市
交
通

一
対
策
も
あ
り
得
る
の
で
す
。
で

C
T区
N
、
ノ
ポ
J

bじ
ト

仁

、

ノ

'

-

ト

}

一

す

か

ら

、

現

時

点

で

姫

路

市

は

、

本
オ

σ一
ロ

ム

目

ぞ

σこ
す

一た
だ
ち
に
都
市
大
量
交
通
機
関

一と
し
て
モ
ノ
レ
ー
ル
を
採
用
す

一る
と
決
め
て
し
ま
わ
な
い
方
が

モ
ノ
レ
ー
ル
を
考
え
る
以
上
、
よ
い
の
か
。

一
賢
明
だ
と
思
い
ま
す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
が
幹
線
的
な
大
量

一
④
シ
テ
ィ

1
ヵ
ー
の
よ
う
な

一B

か
り
に
市
の
都
市
交
通
は

輸
送
機
関
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
一
新
方
式
が
よ
い
の
か
|
|
l
一
モ
ノ
レ
ー
ル
方
式
を
取
る
と

せ
ん
し
、
そ
の
採
算
性
も
十
分
一
|
||
こ
れ
ら
を
効
用
性
と
経
一
し
て
、
現
在
の
モ
ノ
レ
ー
ル

研
究
し
文
げ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
済
性
の
両
面
か
ら
十
分
検
討
し
一
は
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す

そ

の

際

|

|

一

て

、

対

策

を

立

て

る

こ

と

が

必

一

か

。

①
モ
ノ
レ
ー
ル
方
式
が
よ
い

一要
で
す
。

一

市

そ
の
ま
ま
で
は
利
用
で
き

の
か
。

一
他
方
、
姫
路
市
内
に
は
国
鉄

一な
い
と
思
い
ま
す
。
第

一
に、

②
地
下
鉄
方
式
が
よ
い
の

一の
駅
が
十

一
、
山
電
の
釈
が
十

一将
来
の
都
市
交
通
と
し
て
の
モ

か

。

一

五

、

合
わ
せ
て
二
十
六
駅
も
あ
一
-ノ
レ
ー
ル
は
、

単
線
往
復
で
は

一

③
専
用
路
線
的
パ
ス
方
式
が

一り
ま
す
の
で
、
山
電
は
市
北
部
一
通
勤
通
学
時
な
ど
の
大
量
輸
送

一

A
千
葉
市
や
北
九
州
市
で
は
、

将
来
の
都
市
交
通
機
関
と
し

て
モ
ノ
レ
ー
ル
を
考
え
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
し
、
国

も
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
の
補
助

を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
モ
ノ
レ
ー
ル
が
再

認
識
き
れ
つ
つ
あ
る
と
き
に
、

休
止
す
る
の
は
不
適
当
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

市

都

市
交
通
機
関
と
し
て
の

モ
ノ
レ
ー
ル
は
、
市
で
も
十
分

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
都
市
交
通
と
し
て

減
し
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
減
ら
一
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
車
両
修
一
の
経
常
経
費
に
つ
い
て
も
、
運

し
ま
す
と
、
運
行
に
支
障
を
来

一繕
費
の
削
減
は
、
安
全
運
行
面
一
行
に
最
小
限
必
要
な
と
こ
ろ
ま

た
し
ま
す
し
、
保
安
上
も
問
題
一
で
法
の
規
制
が
あ
り
、
そ
の
他
一
で
節
減
し
て
い
ま
す
。

まで経費節減

答申尊重で民意を生かす

B

モ
ノ
レ
ー
ル
は
廃
止
し
て
一
に
は
賛
成
で
き
な
い
②
し
か
し

は
い
け
な
い
の
で
す
か
。

一
起
債
の
関
係
も
あ
っ
て
廃
止
で

市

モ

ノ
レ
ー
ル
を
廃
止
し
よ
一
き
な
い
の
で
、
運
営
の
合
理
化

う
と
す
る
と
、
撤
去
す
る
の
に
一
と
経
費
の
節
減
に
努
め
る
③
来

多
額
の
お
金
が
か
か
り
ま
す
し
、

一客
誘
致
や
選
め
て
増
収
を
図
り
、

全
廃
の
場
合
は
約
九
億
円
の
起
一損
失
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
④

債
残
額
を

一
時
に
返
さ
な
け
れ
一年
間
欠
損
と
建
設
費
は

一
般
会

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
将
来
一計
で
負
担
す
ヲ?
ー
ー
と
い
う
こ

の
活
用
の
可
能
性
も
な
く
し
て
一
と
で
し
た
。

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
一
市
は
、
こ
の
答
申
に
従
っ
て
、

市
は
休
止
案
を
取
る
わ
け
で
す
。
一
④
は
財
政
再
建
計
画
に
よ
っ
て

B

モ
ノ
レ
ー
ル
対
策
に
つ
い
一

一
般
会
計
で
負
担
し
、
②
の
合

て
は
萎
議
会
が
設
け
ら
れ
、
一
理
化
を
進
め
る

一
方
、
四
十
五

答
申
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

一
年
度
で
業
者
か
ら
の
借
金
は
起

市

モ

ノ
レ
ー
ル
の
取
り
扱
い
一
僚
に
切
換
、
え
ま
し
た
が
、
そ
れ

は
、
市
民
代
表
や
学
識
経
験
者
一
で
も
経
常
収
支
は
悪
化
し
ま
す

を
交
え
た
審
議
会
を
設
け
、
そ
一
の
で
、
昨
年
七
月
に
「
姫
路
市

の
答
申
に
基
づ
い
て
進
め
る
と
一
交
通
事
業
再
建
対
策
審
議
会
」

い
う
の
が
、
市
の
基
本
方
針
で
一
を
設
け
、
「
モ
ノ
レ
ー
ル
事
業
は

す
。
こ
の
た
め
、
昭
和
四
十
二
一
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
に
つ
い

年
八
月
に
「
姫
路
市
モ
ノ
レ

l
一
て
諮
り
、
今
年
二
月
に
審
議
会

ル
対
策
審
議
会
」
を
設
置
し
、
一
か
ら
、
次
の
答
申
を
受
け
ま
し

モ
ノ
レ
ー
ル
の
存
廃
を
諮
問
し
一
た
。

ま
し
た
が
、
同
年
十
月
に
審
議
一
①
手
柄
山
公
園
は
観
光
地
と

会
か
ら
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。
一
し
て
の
魅
力
が
な
く
、
乗
客
増

そ
の
要
点
は
、
①
あ
ら
ゆ
る

一
は
期
待
で
き
な
い
。

角
度
か
ら
検
討
し
た
が
、
存
続
一

②
運
賃
改
定
に
よ
る
増
収
は

=三三======
=三
===三=======三===========三三三=======一

一望
め
ず
、
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
で

が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
れ
会
複
一
の
含
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。休
止
一あ
る
。

線
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
竺
は
す
な
わ
ち
休
業
で
、
モ
ノ
レ
l
一

@
女
全
運
転
を
保
つ
た
め
、

線
構
造
の
現
モ
ノ
レ
ー
ル
の
複
一
ル
路
線
の
廃
止
で
は
あ
り
ま
せ
一
現
在
以
上
に
合
理
化
を
行
な
う

線
化
に
は
多
く
の
困
難
が
あ
り
、
一
ん
か
ら
、
将
来
、
あ
ら
ゆ
る
点
か
て
」
と
は
む
ず
か
し
い
。

建
設
費
も
新
線
を
つ
く
る
ぐ
ら
一
ら
検
討
を
重
ね
、
現
路
線
の
活
一
④
一
路
線
が
急
勾
配
、
急
カ
|

い
か
か
り
ま
す
。

一
周
が
必
要
な
と
き
は
、
之
れ
に
応
一
ブ
で
車
問
、
レ
ー
ル
が
痛
み
や

第
二
に
、
モ
ノ
レ
ー
ル
を
都
一
じ
ら
れ
る
よ
う
な
措
置
を
取
っ

一す
く
、
間
も
な
く
老
朽
化
に
よ

市
交
通
と
し
て
建
設
す
る
場
合
一
て
い
る
わ
け
で
す
。

一

る
維
持
修
繕
費
が
増
大
す
る
。

は
、
路
線
整
備
を
全
市
域
に
わ
一

B

そ
う
す
る
と
、
都
市
交
通
一

⑤
車
両
が
特
殊
機
種
の
た
め

た
っ
て
考
え、

合
理
的
に
策
定
一
と
し
て
の
モ
ノ
レ
ー
ル
の
有
用

一部
品
補
充
が
む
ず
か
し
く
、
現

し
な
け
れ
ば
青
ま
せ
ん
。
現
線
一
性
の
問
題
と
、
現
モ
ノ
レ
ー
ル
一
在
の
モ
ノ
レ
ー
ル
の
改
良
発
展

を
活
用
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

一

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
赤
字一

も
考
え
ら
れ
な
い
。

し
よ
う
が
、
現
線
に
拘
束
さ
れ
、
一
の
問
題
は
全
く
別
個
の
問
題
一

l
l以
上
の
答
申
の
趣
旨
を

か
え
っ
て
不
利
に
な
る
こ
と
も
一
で
、市
の
休
止
案
は
、
姫
路
一
尊
重
し
て
、
モ
ノ
レ
ー
ル
は
廃

あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
市
が
将
来
、
都
市
交
通
と
し
一
止
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で

B

い
ろ
ん
な
場
合
が
考
え
ら
一
て
モ
ノ
レ
ー
ル
方
式
を
取
る
一す
が
、
起
債
の
返
済
な
ど
を
考

れ
ま
す
か
ら
、
現
線
利
用
の

一
場
合
も、

差
し
支
え
は
な
い一

え
て
、
休
止
す
る
の
が
適
当
で

可
能
性
は
残
し
て
お
ぐ
方
が

一
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

一

あ
る
と
判
断
し
た
わ
け
で
す
。

よ
い
で
す
ね
。

一

市
そ
う
で
す
。両
者
は
別
個
の

市

そ

う
で
す
。
休
止
笑
は
そ

一問
題
で
、
ま
た
両
立
す
る
問
題
で
す
。
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